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CO2プラズマ中のCO分子の励起カイネティックスは、まだ完全には理解されていないと思われ

る。本研究では、1 Torr程度で発生したマイクロ波放電CO2プラズマのCOオングストロームバンド

(B 1Σ+ → A 1Π, λ ∼ 410− 660 nm)およびCOの第 3正帯 (Third Positive System, 3PS, b 3Σ+ → a 3Π,

λ ∼ 280 − 360 nm)の発光分光特性を実験計測し、比較考察する。実験装置は以前から筆者らの研

究室で用いているものと同一である [1]。2.45 GHzのマイクロ波電力 400 − 500 Wを内径 26 mm

の石英管に照射し、CO2プラズマを定常生成する。なお、分光計測に先立ちプローブ計測を行っ

たところ、Te ≃ 1.8 − 2.2 eV, Ne ≃ (0.8 − 1.5) × 1012 cm−3 と、放電管内のマイクロ波放電プラズマ

としては一般的な値であった。

図 1: CO 3PSスペクトル ∆v = −2の理論フィッ
ティング。Tv = 0.24 eV, Tr = 0.15 eV.

生じたプラズマについて、発光分光計測を行い、

CO分子の２つの電子励起状態の振動温度 Tvと回

転温度 Trを計測する。あらかじめこれら両者の

バンドスペクトルを、Tvおよび Trの関数として

理論的に計算し、フィッティングにより両バンド

の Tvおよび Trを決定する。CO 3PSについては、

図 1のように回転温度の関数として適切なフィッ

ティングがなされ、0.15 eV程度であった [2]。一

方、オングストロームバンドについては、図 2の

ように回転温度を１つとすると適切なフィッテイングが困難で、3/4をバルク成分 0.04 eV,残り 1/4

を高エネルギーテール成分 0.17 eVとすることによりフィッテイングが最適になされた [3]。

図 2: CO オングストロームバンドスペクトル
∆v = −1の理論フィッティング。Tv = 0.3 eV.回
転温度は、3/4がバルク温度 Tr = 0.04 eV, 1/4が
高エネルギーテール Tr = 0.17 eV.

この理由を以下のように考察した。COの 3重

項状態生成は、スピン多重度の関係から電子衝

突解離で直接生成されることは稀で、一旦生じた

CO(多くは基底状態X 1Σ+)が、電子衝突励起され

る必要がある。一方、1重項 COの励起状態生成

には、基底状態 COからの電子衝突励起のほか、

CO2分子の電子衝突解離性励起もありうるものと

考えられ、1重項 CO励起状態生成パスが複数あ

ることが、今回の実験結果の一因と考えられる。
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